
特記仕様書 
 
 
1．総  則   この特記仕様書は危機管理課が使⽤する防災⼿ぬぐいについて必要な事項を定めることを⽬的

とする。 
 
2．件  名   防災⼿ぬぐいの購⼊ 
 
3．納⼊期限  令和 3 年１０⽉２０⽇（⽔） 
 
4．担当課    危機管理室 危機管理課 
 
5．納⼊場所   市川市⼋幡 1 丁⽬ 1 番 1 号 市川市危機管理室危機管理課 
 
6．数  量    3,500 枚 
 
7．規  格    納品する物品は下記の規格を満たすものとする。 
             （1）サイズ︓縦 35 ㎝ × 横 90 ㎝の⽇本⼿ぬぐい 
             （2）⽣地︓綿 100％（岡 ⽷ 30 番⼿） 
             （3）加⼯⽅法 

①1 枚の⼿ぬぐい（縦 35 ㎝×横 90 ㎝）を 12 分割して折りたたみ、⼀⽚を⽷で 2 点 
⽌めして縫い付け、本の形にする。 

②縫い付けは⼿ぬぐいの⾒開き⾯が 8 ページとなるようにする。 
③⽷は上下 3 ㎝、左から 1 ㎝の位置に縫い付ける。 
④1 ⾯の四⽅ 1 ㎝は余⽩とし、⽩⽣地に発注者が指⽰した⽂字やイラストをプリント 
（紺⾊）で作成する。 

             （4）受注者は上記（1）〜（3）の規格を満たすサンプル品を作成次第、担当課に提出
し、承認を得るものとする。 

 
8．包  装     

（1）包装は⼿ぬぐいと⼀緒に利⽤説明書（縦 10.5 ㎝×横 14.8 ㎝）を同封する。 
             (2) 利⽤説明書は発注者が原稿を作成し、受注者が印刷して⼿ぬぐいと⼀緒に 1 セットず

つビニール袋へ袋詰めを⾏う。 
 
9．梱  包     

（1）包装した⼿ぬぐいを 100 枚⼀組で束ねる。 
            （2）束ねた⼿ぬぐいは全てダンボールへ梱包する。 
  



 
10．納⼊について 

(1）納⼊のスケジュールについては、事前に担当課と協議すること。 
            （2）納⼊費⽤を含むものとする。 
            （3）納⼊の際に⽣じたごみは持ち帰ること。 
11．検収について  

（1）納品に際しては担当課担当者及び契約課担当者の検収を受けるものとする。 
            （2）検品検査⽤のものとして、開封できるものを１つ⽤意しておくこと。 
 
12．その他      

（1）納⼊する製品は、傷・汚れ・その他外観を損ねるものがあってはならない。 
            （2）その他不明な点は、担当課担当者及び契約課担当者へ連絡し、指⽰を受ける事。 
            （3）暴⼒団等排除に係る契約解除に関する特約条項を遵守すること。 
            （4）この特記仕様書に定めのない事項について、物品供給契約書（物品供給契約約款

を含む）に定めるとおりとする。 
  



 
防災⼿ぬぐい 全体図 
※⼿ぬぐいの 1 ⾯ずつに発注者が指⽰した内容をプリント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
防災⼿ぬぐい 刺繍イメージ                    利⽤説明書 イメージ 
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表紙



１

災害に備える
もしもの地震や台風・大雨のとき、安心して自宅で
過ごせるように日頃から備えておきましょう

倒れないように
家具を固定しましょう

台風や大雨の前には、
側溝を掃除しましょう

地震による電気火災対策
には、感震ブレーカーが
効果的です

分電盤タイプ 簡易タイプ

近隣住民との連携を強化
しましょう。
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２

あらかじめ情報を確認
災害時に、市川市がどのような情報発信をするか
事前に確認し、登録をしてみましょう

市公式LINE
アカウント 市公式Web

サイト

詳しくは
ホームページを
ご確認ください！

メール情報
配信サービス
（登録制）

防災行政無線
テレホンサービス
0180-994-889

２



３

家族で災害時の約束事を決める
避難場所・避難ルートを決めておきましょう

どのルートを使って
どこに避難するのか、
ハザードマップなどを
使って決めておきましょう

連絡先や連絡方法を決めておきましょう

災害時に家族と連絡を取り合う方法を
複数用意しておくと安心です

・災害用伝言ダイヤル「１７１」
・携帯電話の災害用伝言版
・ＳＮＳ など
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買い物で備える
ローリングストック

食品や生活用品を普段から多めに購入し、
いざという時に備えましょう

各家庭にあわせた
ものを備えましょう！『備える』

（３日以上）

特に、カセットコンロと使い捨てアルミ鍋は
備えておくと安心です

『食べる』『買う』

４

４



５

「防災ポーチ」を
準備しておきましょう！

防災ポーチは災害時に必要と思われる
最低限の物資を入れ、日頃から携帯するものです。
自身にあった「オリジナル」ポーチを作りましょう！

BJ☆プロジェクト監修
「日頃の備え」→→→

常備薬

ポータブル
バッテリー

５



６

BJおすすめアイテムをプラス！

歯磨きシート 飴などの軽食 安全ピン

防災ポーチに、
BJ☆ブックを
いれておきましょう♪

BJ☆プロジェクト詳細は
市HPで確認→→
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７

災害時における避難のポイント
持ち物は
最小限に！

荷物は背負い、両手が
使えるようにしましょう

動きやすく
安全な服装で！

頭部を保護し、履き慣れた
運動靴で避難しましょう

避難は徒歩で！

２人以上で避難する
ことも大切です

在宅避難の検討

自宅が安全なら、
在宅避難をおすすめします

７



８

避難所での留意点
ポイント① 「健康管理」

・手指消毒、マスクの着用
・他の人と一定の距離を保とう
・自身の健康チェック（検温や
簡単な体操等）をこまめにし
ましょう

ポイント② 「防犯・安全」

・貴重品は持ち歩こう
・移動するときは誰かと一緒に

ポイント③ 「助け合い」

困っている人がいたら声をかけ
お互いに助け合いましょう

体操は10ページ
を見てね♪

８



９

手ぬぐいでできる応急手当
ケガをした時は細菌による感染防止、止血、傷の保護と
痛みの軽減を目的に応急手当を行いましょう。

止血方法

清潔なガーゼや手ぬぐい
で口を強く押さえしばら
く圧迫する

被覆方法

血が止まったら
包帯や手ぬぐいで巻く

骨折時等の固定

添木を当てて患部が動かないよう固定する
９



１０

手ぬぐい体操で
心も体もリフレッシュ！

①椅子か床に座ります。
②手ぬぐいを広げて片足の裏
にかけます。

③膝を伸ばしながら足を上げ、
１０秒数えます。

★左右２回ずつ★

STEP1

④手ぬぐいを長く持ち頭上に上
げます。

⑤頭と身体を左右横にゆっくり
と５秒かけて傾けて戻します。

★左右２回ずつ★

STEP2

⑥立ったまま片足に手ぬぐいを挟み
片足バランスで１５秒数えます。

★左右２回ずつ★

STEP3

１０



裏

♦氏名

♦生年月日 年 月 日

♦血液型 型 （Rh ）

♦アレルギー

♦持病

♦服用している薬

♦緊急連絡先①

♦緊急連絡先②

緊急時に必要な情報を
記入してみましょう！

フリガナ
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